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【給付指 2011-230】 

精神の 害にかかる 害 の 点（ 示・依 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的・趣旨 

平成２３年７月１日【給付指 2011-195】「国民年金・厚生年金保険障害認定基準の一部改正」（指示・

依頼）にてお知らせした精神の障害の改正に関して、厚生労働省年金局事業管理課より留意点について

周知するよう指示がありましたのでお知らせします。 

 

ポイント（内容） 

○  今回の知的障害及び発達障害にかかる障害認定基準の見直しについては就労していることをもって

直ちに日常生活能力が向上したものと捉え、年金が支給されなくなること等のないように明確化した

ものです。 

 

○  知的障害者や発達障害者と健常者では働き方が異なることを確認するため、診断書の様式に「就労

状況」欄を設け、勤務先、仕事の内容、給与等の情報をできる限り収集することとしました。 

 

○  しかしながら、障害基礎年金・障害厚生年金の診断書作成の留意事項において説明（平成２３年７

月１５日【給付情 2011-122】「障害認定基準ＰＤＦ版の掲載と精神の障害用診断書の様式変更に伴う

広報」（情報提供）を参照してください。）しているように、「就労状況」欄の記載については任意

記載欄として設けたものであり、「就労している場合は、本人などから聴きとり、できるだけ記入す

るようお願いします。」となっています。 

 

  例えば、給与額などの記載は必須ではなく、聞きとりができた内容を可能な範囲で記入していただ

くことをお願いしているものですので、この点に十分留意の上、「就労状況」欄に記載がないことを

もって返戻する等の取扱いを行うことがないようお願いします。 

 

※ 年金局からの指示は、別添のとおり。 
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審査担当ﾁｪｯｸ欄 ■ 

照会先 
本部年金給付部給付企画Ｇ 
担当 太田（哲） 
連絡先（直通）  

業務処理要領【マニュアル】年金給付（裁定 障害基礎年金請求書、障

害給付年金請求書（障害厚生）） 

本部関係部 

障害年金業務部、年金相談部 
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連   絡   票 

題 名 
精神の障害にかかる障害認定の留意点に

ついて 

 厚生労働省年金局事業管理課 

 課長 補佐 係長 担当 

     

     

     

 

発行日 平成23年8月22日 回答期限 平成 年 月 日 業務区分 平 常 分 ・ 法 改 分 

連  絡  ・  質  問  ・  要  求 

 

  以下の内容について障害認定事務担当者及び障害認定審査医員に周知願いたい。 

   また、全国の障害認定審査医員に対し、趣旨等を説明する場を設けるなど、運用の統一化を

図るようお願いする。 
 

   「国民年金・厚生年金保険障害認定基準の一部改正について」（平成23年6月30日年発0630

第1号）により精神の障害のうち、知的障害及び発達障害にかかる認定要領を改正したところで

ありますが、今回の改正では特に、知的障害者及び発達障害者の就労に伴う日常生活能力の  

とらえ方について明確化したものです。 
 

   これは身体障害者が就労する場合と異なり、知的障害者や発達障害者が仕事をするためには、

多くのサポートが必要であり、働けることをもって直ちに日常生活能力が向上したものと捉え

ることのないよう考え方を整理しました。 
 

   すなわち、就労先が就労支援施設のほか、一般企業であっても仕事の内容やサポートの状況

を確認し、明らかに健常者と同様の仕事ができる程度に改善している場合を除き、就労した  

ことや収入が上がったことにより年金を支給停止すること等のないように明確化したもの  

です。 
 

   これらを確認するため、診断書の様式に「現症時の就労状況」欄を設け、勤務先、仕事の   

内容、ひと月の給与等をできる限り収集することとしていますが、「障害基礎年金・障害厚生

年金の診断書作成の留意事項」において、「就労している場合は、本人などから聴き取り、で

きるだけ記入するようお願いします。」と説明しているように、当該欄は任意記載欄として設

けたものであり、例えば、給与額などの記載は必須ではなく、聞きとりができた内容を可能な

範囲で記入していただくことをお願いしているものです。 
 

   ついては、この点に十分留意の上、知的障害及び発達障害を含む「精神の障害」の診断書中、

「現症時の就労状況」欄に、給与額などの記載がないことをもって返戻する等の取扱いを行う

ことがないよう留意願いたい。 
 

    

 

 

受付日 平成 年 月 日 回答日 平成 年 月 日  日本年金機構 

回  答  ・  意  見 

 部長 グループ長 企画業務役 担当者 

     

     

     

 

 

 

 受付日 平成  年  月  日 受理者  

○印  ○印  ○印  

別添
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《精神の障害》

障害基盛年金・障害厚生年金の診断書作成の留意事項
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①の傷病のために初めて医師の診療を

受けた臼を記入します。診療録で初診が

確認できるときは、『診療録で確認JIこO
を付けてください。確認できないときは、

「本人の申立てJI::O を付けて、申立て

年月日を記入してください。

記入漏れがないようお願いします。

程度・症状を具体的に記入してください。

投薬治療を行っているときは、処方薬名

や用量なども記入してください。

〈お願い〉

この診断書は、障害年金の障害等級を

判定するために、作成をお願いしている

ものです。

記入漏れや疑義が生じた場合は、作成

された医師に照会させていただくことが

ありますので、ご承知置きください。

※氏名・生年月日・住所など記入漏れが
ないかご確認ください。
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『日常生活能力の判定」は、一人で生活して

いる場合を想定して判断してください。

(1)-(7)の項目に判断の基準となる例が

ありますので参考にして、該当する項目の

口にレ印(チェック)を付けてください。

こ三でいう『行わない」は、 障害の性賃上の

行動であり、性格や好き嫌いなどで行わな

いことは含みません。

就労している場合は‘本Àな~から障害止り ‘

で者るt::'け記入するようお扇いします内

診断時に判断できない場合は、 「不詳」と

記入してください。

「①障害の原因となった傷病名」織に神経

症圏(ICD-10コードがrF4J)の傷病名を

記入した場合で、「統合失調症、統合失調

定型障害及び妄想性障害」または「気分

(感情)障害Jの病態を示しているときは、
その旨と示している病態のJCD-10コード

を記入してください。

記入漏れがないようお願いします。 一

ウ白調官室窓4実現
aa及1五位禽.還についての具体的傘状翠
(ア)¥1'雀の生活E・a【t，ーするものーつをOで.. んで<t:.~い . ，
λ... ・)，1四時・在宅・その他{
<111金名 〉

閑居者の有.，有 . ， 

〈イ}傘"的総~，奪鍍.び司官接以併の者との針人関係についても
風俗的lこEλLて〈ださい.】

目常生活能"の判定，u畠するものに予Z-/~して〈ださ円い . ，
，~.に~たって1*..'・でg長男歯するtしたb司飽かどうかで桐衝して〈ださい.，

川適切叫町四山川崎町中回二山町帥，.

・即時間 11_""'"，・E聞に 同制度目
白叫M 帽 ・H ロ揖旬飢叫.叫 0"酔乱《隊"."陥 ・曲師t"'o "''''い

(VlliZlo:fl:ra"岨岡 崎蜘帥帽笠間令制"がで札杭
自室の自陣嗣ゃ片付"ができるなι
師IIII~--entr'同 ・2・1!tI<<>oI釦符包 踊書物陶凋ーしても

ロ... ロロ~..I'''腐を必ロと隊"。民、必嗣曾，咽ロ'"齢、温L伺行
艶叫 周瑚M で肺 剛、

t暗闘世買い.金銭を".咽切に管臥刊山間相蛇一人で
'れ咽陶向‘であり齢酬な和物~:Illtできるなι

醐帥神山 E胸省令指問問 山 胴差c<o
OUo ロ凶柑岬・..ロ H ロ W蜘札僧符
... 唱，. わ弘、、

3日常生活健カの程度'U坐するもの一つをOで周んで<t=さい.，
巡回穆隻沼健均@稽虚~E.'する伽:::I;t.tf;・..ラ>t・切に
E包で@る，..・・》叉'"鏑眠蘭書)(oe~もかを使用Lて〈ださ
い
{鱗樽障害}
〈り繍拘.'1(1闘的体感 被ヨ.0<伏 U姐盆性格度化等}を毘め
るが、祉企筆者".盈にできる.

'"調停栂曹司'2め .a閣で間四常生活は.過にできるが、祉
会n，コ念..拘.<必担露である.
tたとえば目指附加す誌はで嗣和平剛山し
たりする」困..生じる二とヨゆ地.世袋行刷ゃ"睡眠略行舗が‘切 ζ
附叫"，'岨'f~;.ujJ 酬できる刷など 3

，，，繍抑制・・を2・~. ..0.肉での脱線"回常生活はできるが陶
に応巳て姻鋤が@要である.
仇とえば醐町山で開聞こなす企明書叩
叫間同町叫即時制作動t問問
，金.，階恩泊目電'Il¥l舎な，.，

(<，網"鱒奮を2'の 目鴛筆活における島の宮わhのことも多〈
の..が岨である.

(仕えば軌〈適正念~<fiM~:JI.~lt"，j由時制同柑<.
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必./lIIl&などJ

t‘~c..・f・-本.，規則的 ι過健や思提金作川、病状等金主愉健4 伝えることかで I ，倒的障書}
!~fæ. (lJ姐的関習をEめるが紘金生活，.過にで曾る.
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.出叫剛 他人に師 同刷出枯めて遭
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a自由..u・ M 叩叫..陶酔酬を'"
ロ... 巴 1:ltala時間.ロ H 白羽恥署侃符

.tTo b劇、

"胤拙""吋叫川崎酬の柵が-;.:t"oJlLl仕出偏
t 刊な.・1I:~~'1i'ぇ帥ど
.富山市崎 和即日も11."".叫出ロ時. ロ 同 M ・・・e・ロ H ロ...い乱憎腎..可"

0・府発 一錘金庫 飢勿~1I.tt そ..<

0・胴体来 院奮容慮" 一倍E剛 ・. その・t

。醐柑. .，..11) 0怯・.・lI:(ill二月に則

叫..崎駅 阿梅.. 

。怯事目。肉.

0"・m 酬の嗣悼開通の岡

.者

山知帽腕蜘間耐の回融制H にで叫が
帥酬は酬が帽である

問"……柑む…・・で
印刷枇叫し川町備も一人でで舎叫

，，，姐的陣曹を認め曹庫内での脱線也困常生!tltできるが、時
に応じて優助blOJーである
耐えばご〈簡単"齢制刊制時間など叫"'帽"
唱で肱具体問であlI./:f""tUで全身;a1;IiI:.-，¥，-cbf
絡むぬ一人でで自陣?

同姐帽軒留め叫.!t:a r::~!す悼の酌抑止も 多〈
o1)lJlJJbt必要である.
仇""筒削除文学哨科目酬で舎制的慮肘制Uぽ酬.
m間 前 軌 開 化し明、紅白州、時解明...酬L
師生橋二。いても断的」で白闘】

'"舗帽軒IU>.'のまわりのこと悼とんどで刷、帥
官官織の橿働_e・である
tたとえば ヌ特尽の刷山とんど無〈・H附 司師、日制
札"はる……判断削畑山闘も
-，叫で舎ない闘}

ー~
「日常生活能力の程度Jは、知的障害以外の

精神疾患であれば(精神障害)欄の、知的障害

であれば(知的障害)櫛の(1)-(5)のいずれ

かにOを付けてください。
なお、発達障害については、知的障害と同線

の症状が顕著にあらわれている場合は(知的

障害)欄に記入していただいて構いません。

.日常生活能力の程度を判断するに当たり、

各項目に記載している例を参考にして、生活

全般を総合的に判断してください。

知的障害や発達障害の場合は、知能指数

または、精神年齢を必ず記入してください。

障害者自立支援法による障害福祉サービス

などを利用しているときは、種類や肉容を

記入してください。

できるだけ詳しく記入してください。

二話器器 一+lfllf. ，Jr: .Il a ..m当利名
医師氏名

{綱初保健福建屋 手-::::--

てんかん、知的障害、 発達障害、認知症、

高次脳機能障害などは、小児科、脳神経外科、

神経肉科、リハビリテーション科、老年科

などでそれぞれの疾患の専門医師として

従事している方であれば精神科の医師で

なくても作成することができます。
惰夜雄 即
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